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第２四半期(中間期)連結業績予想と実績との差異、 

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2024年５月13日に公表いたしました2025年３月期の第２四半期(中間期)連結業績予想と本日公表の実

績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、これに伴い、2024年５月13日に公表いたしました2025年３月期の通期連結業績予想についても

修正いたしましたので、下記のとおり併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025 年３月期第２四半期(中間期)連結業績予想と実績との差異 

(2024 年４月１日～2024 年９月 30 日)      

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

１株当たり

中間純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

33,300 

百万円 

2,600 

百万円 

2,850 

百万円 

2,020 

円  銭 

61.71 

今回実績(Ｂ) 33,053 1,694 1,910 964 30.04 

増減額(Ｂ－Ａ) △246 △905 △939 △1,055 － 

増減率(％) △0.7 △34.8 △33.0 △52.3 － 

(ご参考) 

前期第２四半期(中間期)実績 

(2024 年３月期第２四半期) 

 

27,886 

 

2,529 

 

2,837 

 

1,944 

 

51.08 

 

(差異の理由) 

当中間期における売上高につきましては、連結子会社化した WEMAS グループは堅調な業績に加えて円

安影響もあり、期初想定を上回る結果となりました。一方で、既存事業において、期初想定を上回る事

業があるなか、公共分野の景観関連事業、民間分野の住建関連事業が期初想定を下回ったこと、公共分

野の関連グループ会社事業が工期の遅延や長期化の影響を大きく受けて売上減になったことで、連結全

体としては業績予想を若干下回る結果となりました。 

営業利益につきましては、高収益の景観関連事業や住建関連事業の売上高に占める割合が低下し全体

の収益性を押し下げたことに加えて、公共分野の関連グループ会社事業の売上減に伴う利益の減少や、

民間分野の関連グループ会社事業において期初想定を上回る原材料価格(アルミ)の上昇による影響が 

あり、業績予想を大きく下回る結果となりました。なお、WEMAS グループについては、のれん償却額を

加味した営業利益ベースで若干の増額となりました。 

  



２．2025 年３月期通期連結業績予想数値の修正(2024 年４月１日～2025 年３月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

75,500 

百万円 

6,500 

百万円 

7,000 

百万円 

4,850 

円  銭 

148.16 

今回修正予想(Ｂ) 76,500 6,000 6,150 3,650 116.79 

増減額(Ｂ－Ａ) 1,000 △500 △850 △1,200 － 

増減率(％) 1.3 △7.7 △12.1 △24.7 － 

(ご 参 考 )前期 実 績  

(2024 年３月期) 62,790 6,298 6,969 4,671 131.20 

 

(修正の理由) 

通期の業績予想数値につきましては、当中間期の結果に加え、直近の事業環境等を勘案し、売上高を

上方修正する一方で、利益面では下方修正することといたしました。 

当下期の業績予想においては、2024年５月13日に公表いたしました業績予想よりも売上高、営業利益

において増額させる修正内容としております。公共分野においては、工事遅延・工期変更等により後ろ

倒しとなった物件を着実に実績化することや、防災・減災対策予算に対応した製品の総合提案などに 

よる増収を見込んでおり、民間分野においては、製品価格改定による収益性の改善や堅調な物流業界の

省力化ニーズを背景とした製品の拡売などを見込んでおります。 

これらの取り組みにより収益の拡大を目指しますが、当中間期までの下振れ分を補うほどの利益の 

回復は見通すことができないため、通期予想といたしましては下方修正といたしました。 

 

 

 

※ 上記予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


